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１ 福島県⽔道ビジョンについて
○⽬的
福島県における５０年先の⽔道の理想像を⽰す。
理想像実現に向けて、⽔道関係者が連携しつつ様々な

取組（⼈材育成、広域連携、官⺠連携等）を⾏うための
道しるべとする。

○概要
本県の⽔道事業をめぐる課題を踏まえ、中⻑期的な視

点から本県⽔道の⽬指すべき⽅向性と実現⽅策について
検討を⾏い、将来の指針となるべきビジョンを策定する。2
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２ 策定にあたっての基本的な考え⽅①
・理想像を⽰すにあたっては、⽔道法改正の趣旨（⽔道の基盤強
化）及び厚⽣労働省が⽰した新⽔道ビジョン（平成２５年３⽉）
の「安全」・「強靱」・「持続」の理念を踏まえる。

・理想像実現のための「基盤強化⽅策」及び「将来の⽬標」を掲
げる。

・本ビジョンにより関係者で今後の⽅向性を共有し、より具体的
な計画等を策定、実⾏するための基礎とする。
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２ 策定にあたっての基本的な考え⽅②
・基盤強化の柱（事務局案）
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３ 計画期間
○展望の期間：５０年間
中⻑期的な視点で今後の⽔道の理想像を描くため、展望の期間

を５０年間とする。

○計画期間：１０年間
⽔道施設の整備は⻑期的な計画に基づき実施される。
しかし、技術⾰新や社会情勢の変化による計画変更がなされる

ことも考慮し、計画期間を１０年間とする。
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４ 県⽔道ビジョンとその他計画との関係
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県⽔道ビジョン

広域連携

⼈材育成
施設健全性維持

官⺠連携

⽔道広域化
推進プラン

広域連携

⽔道基盤強化計画

広域連携

⼈材育成
施設健全性維持

官⺠連携
具体化

具体化 引継
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